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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　排気用又は給気用のファンと対象室とを接続する風路に室圧調整用又は風量調整用のダ
ンパを介装し、前記ダンパの開度及び前記ファンの出力を調整して前記対象室の室圧又は
換気風量を設定目標値に調整する制御手段を設けてある換気システムであって、
　前記制御手段として、前記ファンの性能特性、前記ダンパの性能特性、前記風路の抵抗
特性と前記対象室の室圧又は換気風量との相関、及び、所定の最適値選択基準に基づき、
前記相関上で前記対象室の室圧又は換気風量を設定目標値にし得る前記ファンの出力と前
記ダンパの開度との組み合わせを演算して、演算したファン出力とダンパ開度との組み合
わせのうち、前記最適値選択基準に最も合致する最適組み合わせを選択する選択手段と、
　前記ファンの出力及び前記ダンパの開度を前記選択手段が選択した最適組み合わせのフ
ァン出力及びダンパ開度に調整する調整手段とを設け、
　前記選択手段は、風量センサにより検出される対象室の換気風量が設定目標値を中心値
とする所定の許容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続されないとき、換気風量の検
出値と設定目標値との偏差に応じて、
　又は、室圧センサにより検出される対象室の室圧が設定目標値を中心値とする所定の許
容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続されないとき、室圧の検出値と設定目標値と
の偏差に応じて、
　前記ファン出力とダンパ開度との組み合わせの演算に補正を加える補正処理を実行する
構成にしてある換気システム。
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【請求項２】
　排気用又は給気用のファンに接続した主風路に、複数の対象室を分岐風路を介して並列
に接続するとともに、これら分岐風路の夫々に室圧調整用又は風量調整用のダンパを介装
し、前記ダンパ夫々の開度及び前記ファンの出力を調整して前記対象室夫々の室圧又は換
気風量を設定目標値に調整する制御手段を設けてある換気システムであって、
　前記制御手段として、前記ファンの性能特性、前記ダンパ夫々の性能特性、前記主風路
及び各分岐風路の抵抗特性と前記対象室夫々の室圧又は換気風量との相関、及び、所定の
最適値選択基準に基づき、前記相関上で前記対象室夫々の室圧又は換気風量を設定目標値
にし得る前記ファンの出力と前記ダンパ夫々の開度との組み合わせを演算して、演算した
ファン出力と各ダンパ開度との組み合わせのうち、前記最適値選択基準に最も合致する最
適組み合わせを選択する選択手段と、
　前記ファンの出力及び前記ダンパ夫々の開度を前記選択手段が選択した最適組み合わせ
のファン出力及び各ダンパ開度に調整する調整手段とを設け、
　前記選択手段は、風量センサにより検出される各対象室の換気風量が設定目標値を中心
値とする所定の許容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続されないとき、換気風量の
検出値と設定目標値との偏差に応じて、
　又は、室圧センサにより検出される各対象室の室圧が設定目標値を中心値とする所定の
許容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続されないとき、室圧の検出値と設定目標値
との偏差に応じて、
　前記ファン出力と各ダンパ開度との組み合わせの演算に補正を加える補正処理を実行す
る構成にしてある換気システム。
【請求項３】
　前記選択手段は、前記設定目標値の変更に対し、前記相関に基づき、設定目標値が変更
された前記対象室の室圧又は換気風量を所定の変化形態で新たな設定目標値まで変化させ
るファン出力及び各ダンパ開度の変化パターンを選択する構成にし、
　前記調整手段は、前記設定目標値の変更に対し、前記ファンの出力及び前記ダンパ夫々
の開度を前記選択手段が選択したファン出力及び各ダンパ開度の変化パターンに従って変
更する構成にしてある請求項２記載の換気システム。
【請求項４】
　通路を通じた前記対象室どうしの連通を遮断する扉の開閉を検出する開閉検出手段を設
け、
　前記選択手段は、前記相関に基づき、前記扉の閉じ時における前記対象室どうしの室圧
の高低関係を前記扉の開き時において維持する前記ファンの出力と前記ダンパ夫々の開度
との扉開き時用組み合わせを選択する構成にし、
　前記調整手段は、前記開閉検出手段により前記扉の開きが検出されたとき、前記ファン
の出力及び前記ダンパ夫々の開度を前記調整手段が選択した扉開き時用組み合わせのファ
ン出力及び各ダンパ開度に調整する構成にしてある請求項２又は３記載の換気システム。
【請求項５】
　排気用又は給気用のファンと対象室とを接続する風路に室圧調整用又は風量調整用のダ
ンパを介装し、前記ダンパの開度及び前記ファンの出力を調整して前記対象室の室圧又は
換気風量を設定目標値に調整する制御手段を設けてある換気システムであって、
　前記制御手段として、前記対象室の室圧又は換気風量の検出値に基づき前記ダンパの開
度を調整して前記対象室の室圧又は換気風量を設定目標値に調整するダンパ調整手段と、
　前記ファンの性能特性、前記ダンパの性能特性、前記風路の抵抗特性と前記対象室の室
圧又は換気風量との相関、及び、所定の最適値選択基準に基づき、前記相関上で前記対象
室の室圧又は換気風量を設定目標値にし得る前記ファンの出力と前記ダンパの開度との組
み合わせを演算して、演算したファン出力とダンパ開度との組み合わせのうち、前記最適
値選択基準に最も合致する最適組み合わせを選択する選択手段と、
　前記ファンの出力を前記選択手段が選択した最適組み合わせにおけるファン出力に調整
するファン調整手段とを設け、
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　前記選択手段は、風量センサにより検出される対象室の換気風量が設定目標値を中心値
とする所定の許容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続されないとき、換気風量の検
出値と設定目標値との偏差に応じて、
　又は、室圧センサにより検出される対象室の室圧が設定目標値を中心値とする所定の許
容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続されないとき、室圧の検出値と設定目標値と
の偏差に応じて、
　前記ファン出力とダンパ開度との組み合わせの演算に補正を加える補正処理を実行する
構成にしてある換気システム。
【請求項６】
　排気用又は給気用のファンに接続した主風路に、複数の対象室を分岐風路を介して並列
に接続するとともに、これら分岐風路の夫々に室圧調整用又は風量調整用のダンパを介装
し、前記ダンパ夫々の開度及び前記ファンの出力を調整して前記対象室夫々の室圧又は換
気風量を設定目標値に調整する制御手段を設けてある換気システムであって、
　前記制御手段として、前記対象室夫々の室圧又は換気風量の検出値に基づき前記ダンパ
夫々の開度を調整して前記対象室夫々の室圧又は換気風量を設定目標値に調整するダンパ
調整手段と、
　前記ファンの性能特性、前記ダンパ夫々の性能特性、前記主風路及び各分岐風路の抵抗
特性と前記対象室夫々の室圧又は換気風量との相関、及び、所定の最適値選択基準に基づ
き、前記相関上で前記対象室夫々の室圧又は換気風量を設定目標値にし得る前記ファンの
出力と前記ダンパ夫々の開度との組み合わせを演算して、演算したファン出力と各ダンパ
開度との組み合わせのうち、前記最適値選択基準に最も合致する最適組み合わせを選択す
る選択手段と、
　前記ファンの出力を前記選択手段が選択した最適組み合わせにおけるファン出力に調整
するファン調整手段とを設け、
　前記選択手段は、風量センサにより検出される各対象室の換気風量が設定目標値を中心
値とする所定の許容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続されないとき、換気風量の
検出値と設定目標値との偏差に応じて、
　又は、室圧センサにより検出される各対象室の室圧が設定目標値を中心値とする所定の
許容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続されないとき、室圧の検出値と設定目標値
との偏差に応じて、
　前記ファン出力と各ダンパ開度との組み合わせの演算に補正を加える補正処理を実行す
る構成にしてある換気システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、排気用又は給気用のファンと対象室とを接続する風路に室圧調整用又は風量
調整用のダンパを介装し、ダンパの開度及びファンの出力を調整して対象室の室圧又は換
気風量を設定目標値に調整する制御手段を設けてある換気システム、及び、このシステム
における対象室を複数にしたものである、排気用又は給気用のファンに接続した主風路に
、複数の対象室を分岐風路を介して並列に接続するとともに、これら分岐風路の夫々に室
圧調整用又は風量調整用のダンパを介装し、ダンパ夫々の開度及びファンの出力を調整し
て対象室夫々の室圧又は換気風量を設定目標値に調整する制御手段を設けてある換気シス
テムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の換気システムとしては、図７に示す如く、給気用ファン１に接続した給
気側主風路２に対し複数の対象室Ｒ１～Ｒ３を給気側分岐風路３を介し並列に接続して、
それら給気側分岐風路３の夫々に風量調整用のダンパ９を介装し、また、排気用ファン４
に接続した排気側主風路５に対しそれら複数の対象室Ｒ１～Ｒ３を同じく排気側分岐風路
６を介し並列に接続して、それら排気側分岐風路６の夫々に室圧調整用のダンパ１１を介
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装したものがある。
【０００３】
　そして、この従来システムにおいては、ダンパ９，１１の開度及びファン１，４の出力
を調整して対象室Ｒ１～Ｒ３夫々の室圧ｐ及び換気風量ｑを設定目標値ｍｐ，ｍｑに調整
する前記制御手段として、同図７に示す如く、給気側については、対象室Ｒ１～Ｒ３夫々
の換気風量ｑ（即ち、各風量調整用ダンパ９の通過風量）の検出値に基づき、各対象室Ｒ
１～Ｒ３に対する風量調整用ダンパ９の開度ａ１～ａ３を調整して各対象室Ｒ１～Ｒ３の
換気風量ｑを設定目標値ｍｑに調整する風量制御手段Ｘｓと、この風量制御手段Ｘｓによ
る風量調整（ダンパ調整）において風量調整用ダンパ９夫々の開度ａ１～ａ３が目標開度
範囲Ａ内になるように、風量調整用ダンパ９夫々の開度ａ１～ａ３の検出値に基づき給気
用ファン１の出力ｆｓを調整して給気側主風路２の風路圧を調整する給気側の風路圧制御
手段Ｙｓとを設けていた。
【０００４】
　また、排気側については、対象室Ｒ１～Ｒ３夫々の室圧ｐの検出値に基づき、各対象室
Ｒ１～Ｒ３に対する室圧調整用ダンパ１１の開度ｂ１～ｂ３を調整して各対象室Ｒ１～Ｒ
３の室圧ｐを設定目標値ｍｐに調整する室圧制御手段Ｘｒと、この室圧制御手段Ｘｒによ
る室圧調整（ダンパ調整）において室圧調整用ダンパ１１夫々の開度ｂ１～ｂ３が目標開
度範囲Ｂ内になるように、室圧調整用ダンパ１１夫々の開度ｂ１～ｂ３の検出値に基づき
排気用ファン４の出力ｆｒを調整して排気側主風路５の風路圧を調整する排気側の風路圧
制御手段Ｙｒとを設けていた（特許文献１参照）。
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－３１４５４５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記の従来システムでは、給気側において風量制御手段Ｘｓによる風量調整と給気側風
路圧制御手段Ｙｓによる給気用ファン１の出力調整とを風量調整用ダンパ９夫々の開度ａ
１～ａ３とそれらの目標開度範囲Ａとで関係付け、また同様に、排気側においても室圧制
御手段Ｘｒによる室圧調整と排気側風路圧制御手段Ｙｒによる排気用ファン４の出力調整
とを室圧調整用ダンパ１１夫々の開度ｂ１～ｂ３とそれらの目標開度範囲Ｂとで関係付け
ている。
【０００７】
　しかし、給気側及び排気側のいずれも、ダンパ９，１１夫々の開度ａ１～ａ３，ｂ１～
ｂ３が目標開度範囲Ａ，Ｂ内にある状態、換言すれば、少なくとも１つのダンパ開度が目
標開度範囲Ａ，Ｂから逸脱して、その逸脱を解消するためのファン出力ｆｓ，ｆｒの調整
が風路圧制御手段Ｙｓ，Ｙｒにより実行されるに至るまでの状態では、風量制御手段Ｘｓ
による風量調整と給気側風路圧制御手段Ｙｓによる給気用ファン１の出力調整との給気側
の２つの調整制御、及び、室圧制御手段Ｘｒによる室圧調整と排気側風路圧制御手段Ｙｒ
による排気用ファン４の出力調整との排気側の２つの調整制御の夫々について、それら２
つの調整制御が実質的に関係付けのない互いに独立した状態の調整制御になる。
【０００８】
　このことが原因で、この従来システムでは、システムの安定性や種々の外乱に対する耐
性が不十分で、その分、室圧や換気風量の調整性能が低く制限される問題があり、また、
システム全体における調整制御の統括性が低い分、例えば省エネ面や運転コストの低減面
などでのシステムの最適化も実現が難しい問題があった。
【０００９】
　この実情に鑑み、本発明の主たるの課題は、合理的な制御形態を採ることにより、上記
の如き問題を効果的に解消する点にある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
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　〔１〕本発明の第１特徴構成は換気システムに係り、その特徴は、
　排気用又は給気用のファンと対象室とを接続する風路に室圧調整用又は風量調整用のダ
ンパを介装し、前記ダンパの開度及び前記ファンの出力を調整して前記対象室の室圧又は
換気風量を設定目標値に調整する制御手段を設ける構成とするのに、
　前記制御手段として、前記ファンの性能特性、前記ダンパの性能特性、前記風路の抵抗
特性と前記対象室の室圧又は換気風量との相関、及び、所定の最適値選択基準に基づき、
前記相関上で前記対象室の室圧又は換気風量を設定目標値にし得る前記ファンの出力と前
記ダンパの開度との組み合わせを演算して、演算したファン出力とダンパ開度との組み合
わせのうち、前記最適値選択基準に最も合致する最適組み合わせを選択する選択手段と、
　前記ファンの出力及び前記ダンパの開度を前記選択手段が選択した最適組み合わせのフ
ァン出力及びダンパ開度に調整する調整手段とを設け、
　前記選択手段は、風量センサにより検出される対象室の換気風量が設定目標値を中心値
とする所定の許容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続されないとき、換気風量の検
出値と設定目標値との偏差に応じて、
　又は、室圧センサにより検出される対象室の室圧が設定目標値を中心値とする所定の許
容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続されないとき、室圧の検出値と設定目標値と
の偏差に応じて、
　前記ファン出力とダンパ開度との組み合わせの演算に補正を加える補正処理を実行する
構成にしてある点にある。
【００１１】
　つまり、この第１特徴構成では、選択手段が上記相関上で対象室の室圧又は換気風量を
設定目標値にし得るファンの出力とダンパの開度との組み合わせ（即ち、ファン出力とダ
ンパ開度との種々の組み合わせの中で、その組み合わせのファン出力とダンパ開度を採用
すれば対象室の室圧又は換気風量が上記相関上で設定目標値になる組み合わせ）のうち、
所定の最適値選択基準に最も合致する最適組み合わせを選択する。
【００１２】
　したがって、調整手段がこの選択に従いファンの出力及びダンパの開度を選択手段によ
り選択された最適組み合わせのファン出力及びダンパ開度に調整することで、対象室の室
圧又は換気風量（ダンパ通過風量）は設定目標値に調整される。
【００１３】
　そして、この選択手段及び調整手段による調整制御では、ファン出力の調整とダンパ開
度の調整とが常に上記相関上でのファン出力とダンパ開度との関係に従って統括的に実行
されるから、それら２つの調整が実質的に関係付けのない互いに独立したものとなり得る
先述の従来システムに比べ、システムの安定性や種々の外乱に対する耐性を高めることが
でき、その分、室圧や換気風量の調整性能を高めることができる。
【００１４】
　また、このようにシステム全体における調整制御の統括性を高めた状態で、選択手段は
所定の最適値選択基準に最も合致したファン出力とダンパ開度との組み合わせを調整手段
により実行する最適組み合わせとして選択するから、例えば、その最適値選択基準として
省エネや運転コストあるいは環境負荷の低減を目的とする基準を設定しておけば、省エネ
面や運転コストあるいは環境負荷の低減面でのシステムの最適化を効果的に達成できるな
ど、最適値選択基準の設定によって種々の面でのシステムの最適化も効果的に達成でき、
この点でも、先述の従来システムに比べ一層優れたシステムとすることができる。
　そしてまた、この第１特徴構成によれば、風量センサにより検出される対象室の換気風
量が設定目標値を中心値とする所定の許容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続され
ないとき、換気風量の検出値と設定目標値との偏差に応じて、又は、室圧センサにより検
出される対象室の室圧が設定目標値を中心値とする所定の許容誤差範囲内となる適正状態
が安定的に継続されないとき、室圧の検出値と設定目標値との偏差に応じて、前記ファン
出力とダンパ開度との組み合わせの演算に補正を加える補正処理が選択手段により実行さ
れる。
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【００１５】
　〔２〕本発明の第２特徴構成は換気システムに係り、その特徴は、
　排気用又は給気用のファンに接続した主風路に、複数の対象室を分岐風路を介して並列
に接続するとともに、これら分岐風路の夫々に室圧調整用又は風量調整用のダンパを介装
し、前記ダンパ夫々の開度及び前記ファンの出力を調整して前記対象室夫々の室圧又は換
気風量を設定目標値に調整する制御手段を設ける構成とするのに、
　前記制御手段として、前記ファンの性能特性、前記ダンパ夫々の性能特性、前記主風路
及び各分岐風路の抵抗特性と前記対象室夫々の室圧又は換気風量との相関、及び、所定の
最適値選択基準に基づき、前記相関上で前記対象室夫々の室圧又は換気風量を設定目標値
にし得る前記ファンの出力と前記ダンパ夫々の開度との組み合わせを演算して、演算した
ファン出力と各ダンパ開度との組み合わせのうち、前記最適値選択基準に最も合致する最
適組み合わせを選択する選択手段と、
　前記ファンの出力及び前記ダンパ夫々の開度を前記選択手段が選択した最適組み合わせ
のファン出力及び各ダンパ開度に調整する調整手段とを設け、
　前記選択手段は、風量センサにより検出される各対象室の換気風量が設定目標値を中心
値とする所定の許容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続されないとき、換気風量の
検出値と設定目標値との偏差に応じて、
　又は、室圧センサにより検出される各対象室の室圧が設定目標値を中心値とする所定の
許容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続されないとき、室圧の検出値と設定目標値
との偏差に応じて、
　前記ファン出力と各ダンパ開度との組み合わせの演算に補正を加える補正処理を実行す
る構成にしてある点にある。
【００１６】
　つまり、この第２特徴構成は複数の対象室を扱うシステムとして実質的に第１特徴構成
における対象室を複数にしたものであり、したがって、この第２特徴構成では第１特徴構
成と同様、選択手段が上記相関上で対象室夫々の室圧又は換気風量を設定目標値にし得る
ファンの出力とダンパ夫々の開度との組み合わせ（即ち、ファン出力と各ダンパ開度との
種々の組み合わせの中で、その組み合わせのファン出力と各ダンパ開度を採用すれば対象
室夫々の室圧又は換気風量が上記相関上で設定目標値になる組み合わせ）のうち、所定の
最適値選択基準に最も合致する最適組み合わせを選択する。
【００１７】
　したがって、調整手段がこの選択に従いファンの出力及びダンパ夫々の開度を選択手段
により選択された最適組み合わせのファン出力及び各ダンパ開度に調整することで、複数
の対象室夫々の室圧又は換気風量（各ダンパ通過風量）は設定目標値に調整される。
【００１８】
　そして、この選択手段及び調整手段による調整制御では、ファン出力の調整と各ダンパ
開度の調整とが上記相関上でのファン出力と各ダンパ開度との関係に従って統括的に実行
されるから、それら２つの調整が実質的に関係付けのない互いに独立したものとなり得る
先述の従来システムに比べ、システムの安定性や種々の外乱に対する耐性を高めることが
でき、その分、室圧や換気風量の調整性能を高めることができる。
【００１９】
　また、このようにシステム全体における調整制御の統括性を高めた状態で、選択手段は
所定の最適値選択基準に最も合致したファン出力と各ダンパ開度との組み合わせを調整手
段により実行する最適組み合わせとして選択するから、例えば、その最適値選択基準とし
て省エネや運転コストの低減を目的とする基準を設定しておけば、省エネ面や運転コスト
の低減面でのシステムの最適化を効果的に達成できるなど、最適値選択基準の設定によっ
て種々の面でのシステムの最適化も効果的に達成でき、この点でも、先述の従来システム
に比べ一層優れたシステムとすることができる。
　そしてまた、この第２特徴構成によれば、風量センサにより検出される各対象室の換気
風量が設定目標値を中心値とする所定の許容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続さ



(7) JP 5027552 B2 2012.9.19

10

20

30

40

50

れないとき、換気風量の検出値と設定目標値との偏差に応じて、又は、室圧センサにより
検出される各対象室の室圧が設定目標値を中心値とする所定の許容誤差範囲内となる適正
状態が安定的に継続されないとき、室圧の検出値と設定目標値との偏差に応じて、前記フ
ァン出力と各ダンパ開度との組み合わせの演算に補正を加える補正処理が選択手段により
実行される。
【００２０】
　なお、第１又は第２特徴構成の実施においては、対象室に対する排気側と給気側とのい
ずれか一方のみに第１又は第２特徴構成を適用してもよく、その場合、ダンパを室圧調整
用ダンパとして対象室の室圧を設定目標値に調整することを目的とする実施形態、あるい
は、ダンパを風量調整用ダンパとして対象室の換気風量（排気風量又は給気風量）を設定
目標値に調整することを目的とする実施形態のいずれを採用してもよい。
【００２１】
　また、対象室に対する排気側と給気側とのいずれか一方に室圧調整用のダンパを装備し
て第１又は第２特徴構成を適用するとともに、他方に風量調整用のダンパを装備して第１
又は第２特徴構成を適用する実施形態を採用してもよい。
【００２２】
　さらに場合によっては、対象室に対する排気側と給気側との両方に風量調整用のダンパ
を装備して第１又は第２特徴構成を適用する実施形態を採用してもよい。
【００２３】
　〔３〕本発明の第３特徴構成は第２特徴構成の好適な実施形態を特定するものであり、
その特徴は、
　前記選択手段は、前記設定目標値の変更に対し、前記相関に基づき、設定目標値が変更
された前記対象室の室圧又は換気風量を所定の変化形態で新たな設定目標値まで変化させ
るファン出力及び各ダンパ開度の変化パターンを選択する構成にし、
　前記調整手段は、前記設定目標値の変更に対し、前記ファンの出力及び前記ダンパ夫々
の開度を前記選択手段が選択したファン出力及び各ダンパ開度の変化パターンに従って変
更する構成にしてある点にある。
【００２４】
　つまり、この第３特徴構成によれば、例えば、上記所定変化形態として室圧又は換気風
量を漸次的に緩速度で新たな設定目標値まで変化させる変化形態を設定しておけば、室圧
又は換気風量の急変による種々の不都合を回避した状態で対象室の室圧又は換気風量を新
たな設定目標値まで安定的に変化させることができる。
【００２５】
　また、全ての対象室など複数の対象室の設定目標値を変更する場合に、上記所定変化形
態として、それら対象室どうしの室圧の高低関係や換気風量の大小関係を保って、それら
対象室の室圧又は換気風量を変化させる形態を設定しておけば、室圧高低関係の逆転や換
気風量大小関係の逆転などによる種々の不都合を回避した状態で、それら対象室の室圧又
は換気風量を変化させることができる。
【００２６】
　即ち、このように対象室の室圧又は換気風量を所定の変化形態で新たな設定目標値まで
変化させ得ることで、システムの安定性や安全性あるいは機能性などを高めることができ
る。
【００２７】
　そしてまた、ファン出力及びダンパ開度の変化パターンを選択するのに、設定目標値の
変更のあった対象室のダンパ開度だけでなく設定目標値の変更のない対象室のダンパ開度
も含めて、ファン出力及びダンパ開度を前記相関に基づき選択することで、一部の対象室
の室圧又は換気風量の変更過程において、その変更の影響で他の対象室の室圧又は換気風
量が設定目標値から外れることも防止でき、この点、室圧や換気風量の調整性能も一層高
めることができる。
【００２８】
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　なお、前記した第１特徴構成の実施においても、第３特徴構成と同様の形態で、選択手
段が、設定目標値の変更に対し、前記相関に基づき、対象室の室圧又は換気風量を所定の
変化形態で新たな設定目標値まで変化させるファン出力及びダンパ開度の変化パターンを
選択するとともに、調整手段が、設定目標値の変更に対し、ファンの出力及びダンパの開
度を選択手段が選択したファン出力及びダンパ開度の変化パターンに従って変更するよう
にしてもよい。
【００２９】
　〔４〕本発明の第４特徴構成は第２又は第３特徴構成の好適な実施形態を特定するもの
であり、その特徴は、
　通路を通じた前記対象室どうしの連通を遮断する扉の開閉を検出する開閉検出手段を設
け、
　前記選択手段は、前記相関に基づき、前記扉の閉じ時における前記対象室どうしの室圧
の高低関係を前記扉の開き時において維持する前記ファンの出力と前記ダンパ夫々の開度
との扉開き時用組み合わせを選択する構成にし、
　前記調整手段は、前記開閉検出手段により前記扉の開きが検出されたとき、前記ファン
の出力及び前記ダンパ夫々の開度を前記調整手段が選択した扉開き時用組み合わせのファ
ン出力及び各ダンパ開度に調整する構成にしてある点にある。
【００３０】
　つまり、この第４特徴構成によれば、対象室どうしを連通させる通路の扉が開かれたと
き、ファンの出力及びダンパ夫々の開度が上記の扉開き時用組み合わせのファン出力及び
各ダンパ開度に調整されることで、その扉開き時においても扉閉じ時における対象室どう
しの室圧の高低関係が維持される。
【００３１】
　したがって、扉の開きによる連通で対象室どうしの室圧の高低関係が扉閉じ時における
高低関係と異なるものとなることによる種々の不都合を防止することができる。
【００３２】
　また、ファン出力とダンパ開度との扉開き時用の組み合わせを選択するのに、扉の開き
により連通した対象室のダンパ開度だけでなく扉の開きによる連通のない対象室のダンパ
開度も含めて、ファン出力及びダンパ開度を前記相関に基づき選択することで、扉の開き
に対する対応の影響で扉の開きによる連通のない対象室の室圧が設定目標値から外れるこ
とも防止でき、この点、室圧の調整性能も一層高めることができる。
【００３３】
　なお、第４特徴構成の実施において、扉を備える上記通路は人が通過する通路に限られ
るものではなく、物品を通過させるだけの通路や、通路を通じての目視確認に用いるだけ
の通路など、どのような用途の通路であってもよい。
【００３４】
　また、扉閉じ時における室圧の高低関係を扉開き時においても維持するとは、扉の開き
により連通した対象室夫々の室圧を扉開き時において扉閉じ時と同じ設定目標値に維持す
ること、あるいは、扉の開きにより連通した対象室どうしの室圧差のみを扉開き時におい
ても扉閉じ時と同じ室圧差に維持すること、あるいはまた、扉の開きにより連通した対象
室のうち扉閉じ時における室圧の高い方の対象室の室圧を扉開き時においても他方の対象
室の室圧より高く維持しさえすればよいことのいずれであってもよく、要求される室圧管
理精度に応じて選択すればよい。
【００３５】
　〔５〕本発明の第５特徴構成は換気システムに係り、その特徴は、
　排気用又は給気用のファンと対象室とを接続する風路に室圧調整用又は風量調整用のダ
ンパを介装し、前記ダンパの開度及び前記ファンの出力を調整して前記対象室の室圧又は
換気風量を設定目標値に調整する制御手段を設ける構成とするのに、
　前記制御手段として、前記対象室の室圧又は換気風量の検出値に基づき前記ダンパの開
度を調整して前記対象室の室圧又は換気風量を設定目標値に調整するダンパ調整手段と、
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　前記ファンの性能特性、前記ダンパの性能特性、前記風路の抵抗特性と前記対象室の室
圧又は換気風量との相関、及び、所定の最適値選択基準に基づき、前記相関上で前記対象
室の室圧又は換気風量を設定目標値にし得る前記ファンの出力と前記ダンパの開度との組
み合わせを演算して、演算したファン出力とダンパ開度との組み合わせのうち、前記最適
値選択基準に最も合致する最適組み合わせを選択する選択手段と、
　前記ファンの出力を前記選択手段が選択した最適組み合わせにおけるファン出力に調整
するファン調整手段とを設け、
　前記選択手段は、風量センサにより検出される対象室の換気風量が設定目標値を中心値
とする所定の許容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続されないとき、換気風量の検
出値と設定目標値との偏差に応じて、
　又は、室圧センサにより検出される対象室の室圧が設定目標値を中心値とする所定の許
容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続されないとき、室圧の検出値と設定目標値と
の偏差に応じて、
　前記ファン出力とダンパ開度との組み合わせの演算に補正を加える補正処理を実行する
構成にしてある点にある。
【００３６】
　つまり、この第５特徴構成では、ダンパ調整手段は、先述した従来システムにおける風
量制御手段や室圧制御手段と同様、基本的には対象室の室圧又は換気風量（即ちダンパ通
過風量）の検出値に基づき、独立的にダンパの開度を調整して、そのダンパ開度の調整に
より対象室の室圧又は換気風量を設定目標値に調整する。
【００３７】
　これに対し、選択手段は上記相関上で対象室の室圧又は換気風量を設定目標値に調整し
得るファンの出力とダンパの開度との組み合わせ（即ち、ファン出力とダンパ開度との種
々の組み合わせの中で、その組み合わせのファン出力とダンパ開度を採用すれば対象室の
室圧又は換気風量が上記相関上で設定目標値になる組み合わせ）のうち、所定の最適値選
択基準に最も合致する最適組み合わせを選択し、また、ファン調整手段は、この選択に従
いファンの出力を選択手段により選択された最適組み合わせのファン出力に調整する。
【００３８】
　そして、このようにファンの出力が調整されると、その調整ファン出力が上記相関にお
いて対象室の室圧又は換気風量を設定目標値にするファン出力とダンパ開度との組み合わ
せのうちの１つである最適組み合わせのファン出力であることから、ダンパ調整手段によ
る独立的なダンパ開度の調整においてダンパの開度も最適組み合わせのダンパ開度に調整
され、その結果として、ファンの出力及びダンパの開度がともに選択手段により選択され
た最適組み合わせのファン出力及びダンパ開度となる状態で、対象室の室圧又は換気風量
が設定目標値に調整される。
【００３９】
　即ち、これらダンパ調整手段、選択手段、及び、ファン調整手段による調整制御では、
ダンパ調整手段によるダンパ開度の調整が独立的ではあるものの、上記の如く結果として
、ファン出力の調整とダンパ開度の調整とが上記相関上でのファン出力とダンパ開度との
関係に従って統括的に実行されるから、第１特徴構成と同様、それら２つの調整が実質的
に関係付けのない互いに独立したものとなり得る先述の従来システムに比べ、システムの
安定性や種々の外乱に対する耐性を高めることができ、その分、室圧や換気風量の調整性
能を高めることができる。
【００４０】
　また、このようにシステム全体における調整制御の統括性を高めた状態で、選択手段は
所定の最適値選択基準に最も合致したファン出力とダンパ開度との組み合わせをダンパ開
度調整手段及びファン調整手段により実行する最適組み合わせとして選択するから、これ
も第１特徴構成と同様、例えば、その最適値選択基準として省エネや運転コストの低減を
目的とする基準を設定しておけば、省エネ面や運転コストあるいは環境負荷の低減面での
システムの最適化を効果的に達成できるなど、最適値選択基準の設定によって種々の面で
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のシステムの最適化も効果的に達成でき、この点でも、先述の従来システムに比べ一層優
れたシステムとすることができる。
　そしてまた、この第５特徴構成によれば、風量センサにより検出される対象室の換気風
量が設定目標値を中心値とする所定の許容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続され
ないとき、換気風量の検出値と設定目標値との偏差に応じて、又は、室圧センサにより検
出される対象室の室圧が設定目標値を中心値とする所定の許容誤差範囲内となる適正状態
が安定的に継続されないとき、室圧の検出値と設定目標値との偏差に応じて、前記ファン
出力とダンパ開度との組み合わせの演算に補正を加える補正処理が選択手段により実行さ
れる。
【００４１】
　〔６〕本発明の第６特徴構成は換気システムに係り、その特徴は、
　排気用又は給気用のファンに接続した主風路に、複数の対象室を分岐風路を介して並列
に接続するとともに、これら分岐風路の夫々に室圧調整用又は風量調整用のダンパを介装
し、前記ダンパ夫々の開度及び前記ファンの出力を調整して前記対象室夫々の室圧又は換
気風量を設定目標値に調整する制御手段を設ける構成とするのに、
　前記制御手段として、前記対象室夫々の室圧又は換気風量の検出値に基づき前記ダンパ
夫々の開度を調整して前記対象室夫々の室圧又は換気風量を設定目標値に調整するダンパ
調整手段と、
　前記ファンの性能特性、前記ダンパ夫々の性能特性、前記主風路及び各分岐風路の抵抗
特性と前記対象室夫々の室圧又は換気風量との相関、及び、所定の最適値選択基準に基づ
き、前記相関上で前記対象室夫々の室圧又は換気風量を設定目標値にし得る前記ファンの
出力と前記ダンパ夫々の開度との組み合わせを演算して、演算したファン出力と各ダンパ
開度との組み合わせのうち、前記最適値選択基準に最も合致する最適組み合わせを選択す
る選択手段と、
　前記ファンの出力を前記選択手段が選択した最適組み合わせにおけるファン出力に調整
するファン調整手段とを設け、
　前記選択手段は、風量センサにより検出される各対象室の換気風量が設定目標値を中心
値とする所定の許容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続されないとき、換気風量の
検出値と設定目標値との偏差に応じて、
　又は、室圧センサにより検出される各対象室の室圧が設定目標値を中心値とする所定の
許容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続されないとき、室圧の検出値と設定目標値
との偏差に応じて、
　前記ファン出力と各ダンパ開度との組み合わせの演算に補正を加える補正処理を実行す
る構成にしてある点にある。
【００４２】
　つまり、この第６特徴構成は複数の対象室を扱うシステムとして実質的に第５特徴構成
における対象室を複数にしたものであり、したがって、この第６特徴構成では第５特徴構
成と同様、ダンパ調整手段は、基本的には対象室夫々の室圧又は換気風量（即ちダンパ通
過風量）の検出値に基づき、独立的にダンパ夫々の開度を調整して、各ダンパ開度の調整
により対象室夫々の室圧又は換気風量を設定目標値に調整する。
【００４３】
　これに対し、選択手段は上記相関上で対象室夫々の室圧又は換気風量を設定目標値に調
整し得るファンの出力とダンパ夫々の開度との組み合わせ（即ち、ファン出力と各ダンパ
開度との種々の組み合わせの中で、その組み合わせのファン出力と各ダンパ開度を採用す
れば対象室夫々の室圧又は換気風量が上記相関上で設定目標値になる組み合わせ）のうち
、所定の最適値選択基準に最も合致する最適組み合わせを選択し、また、ファン調整手段
は、この選択に従いファンの出力を選択手段により選択された最適組み合わせのファン出
力に調整する。
【００４４】
　そして、このようにファンの出力が調整されると、その調整ファン出力が上記相関にお
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いて対象室夫々の室圧又は換気風量を設定目標値にするファン出力と各ダンパ開度との組
み合わせのうちの１つである最適組み合わせのファン出力であることから、ダンパ調整手
段による独立的なダンパ開度の調整においてダンパ夫々の開度も最適組み合わせの各ダン
パ開度に調整され、その結果として、ファンの出力及びダンパ夫々の開度がともに選択手
段により選択された最適組み合わせのファン出力及び各ダンパ開度となる状態で、対象室
夫々の室圧又は換気風量が設定目標値に調整される。
【００４５】
　即ち、これらダンパ調整手段、選択手段、及び、ファン調整手段による調整制御では、
ダンパ調整手段による各ダンパ開度の調整が独立的ではあるものの、上記の如く結果とし
て、ファン出力の調整と各ダンパ開度の調整とが上記相関上でのファン出力と各ダンパ開
度との関係に従って統括的に実行されるから、それら２つの調整が実質的に関係付けのな
い互いに独立したものとなり得る先述の従来システムに比べ、システムの安定性や種々の
外乱に対する耐性を高めることができ、その分、室圧や換気風量の調整性能を高めること
ができる。
【００４６】
　また、このようにシステム全体における調整制御の統括性を高めた状態で、選択手段は
所定の最適値選択基準に最も合致したファン出力と各ダンパ開度との組み合わせをダンパ
開度調整手段及びファン調整手段により実行する最適組み合わせとして選択するから、例
えば、その最適値選択基準として省エネや運転コストあるいは環境負荷の低減を目的とす
る基準を設定しておけば、省エネ面や運転コストの低減面でのシステムの最適化を効果的
に達成できるなど、最適値選択基準の設定によって種々の面でのシステムの最適化も効果
的に達成でき、この点でも、先述の従来システムに比べ一層優れたシステムとすることが
できる。
　そしてまた、この第６特徴構成によれば、風量センサにより検出される各対象室の換気
風量が設定目標値を中心値とする所定の許容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続さ
れないとき、換気風量の検出値と設定目標値との偏差に応じて、又は、室圧センサにより
検出される各対象室の室圧が設定目標値を中心値とする所定の許容誤差範囲内となる適正
状態が安定的に継続されないとき、室圧の検出値と設定目標値との偏差に応じて、前記フ
ァン出力と各ダンパ開度との組み合わせの演算に補正を加える補正処理が選択手段により
実行される。
【００４７】
　なお、第５又は第６特徴構成の実施においては、対象室に対する排気側と給気側とのい
ずれか一方のみに第１又は第２特徴構成を適用してもよく、その場合、ダンパを室圧調整
用ダンパとして対象室の室圧を設定目標値に調整することを目的とする実施形態、あるい
は、ダンパを風量調整用ダンパとして対象室の換気風量（排気風量又は給気風量）を設定
目標値に調整することを目的とする実施形態のいずれを採用してもよい。
【００４８】
　また、対象室に対する排気側と給気側とのいずれか一方に室圧調整用のダンパを装備し
て第５又は第６特徴構成を適用するとともに、他方に風量調整用のダンパを装備して第５
又は第６特徴構成を適用する実施形態を採用してもよい。
【００４９】
　さらに場合によっては、対象室に対する排気側と給気側との両方に風量調整用のダンパ
を装備して第５又は第６特徴構成を適用する実施形態を採用してもよい。
【００５０】
　第１～第６特徴構成の実施においては、ダンパの室圧調整機能や風量調整機能を常に良
好に確保するため、ダンパの調整可能開度範囲をダンパの全開度範囲のうちの一部（好ま
しくは上下限値とも全開開度及び全閉開度とは異なる中間開度の開度範囲）に制限するよ
うにしてもよい。
【００５１】
　また、ファン出力についても、ファンの調整可能出力範囲をファンの全出力範囲のうち
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の一部（好ましくは上下限値とも最大出力及び最小出力とは異なる中間出力の出力範囲）
に制限するようにしてもよい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５２】
　図１においてＲ１～Ｒ３は室圧管理対象室であり、これら対象室Ｒ１～Ｒ３は、給気用
ファン１に接続した給気側の主風路２に対し給気側分岐風路３を介して並列に接続すると
ともに、排気用ファン４に接続した排気側の主風路５に対し排気側分岐風路６を介して並
列に接続してある。
【００５３】
　７は給気側分岐風路３を通じて各対象室Ｒ１～Ｒ３に供給する空気を浄化する給気側フ
ィルタであり、８は排気側分岐風路６を通じて各対象室Ｒ１～Ｒ３から排出する空気中に
室内での発生汚染物質が混入するのを防止する排気側フィルタである。
【００５４】
　給気側分岐風路３の夫々には、各対象室Ｒ１～Ｒ３への給気風量ｑ（換気風量）を調整
する風量調整用ダンパ９を介装し、また、各風量調整用ダンパ９の通過風量ｑ（即ち、各
対象室Ｒ１～Ｒ４への給気風量）を検出する風量センサ１０を装備してある。
【００５５】
　一方、排気側分岐風路６の夫々には、各対象室Ｒ１～Ｒ３からの排気風量を調整するこ
とで各対象室Ｒ１～Ｒ３の室圧ｐを調整する室圧調整用ダンパ１１を介装し、また、各対
象室Ｒ１～Ｒ３にはそれら対象室Ｒ１～Ｒ３の室圧ｐ（本例では基準圧と室圧との差圧）
を検出する室圧センサ１２を装備してある。
【００５６】
　１３は風量調整用ダンパ９及び室圧調整用ダンパ１１の開度制御、並びに、給気用ファ
ン１及び排気用ファン４の出力制御を行う統括制御器であり、この統括制御器１３には、
互いに連係してダンパ開度制御及びファン出力制御を実行する記憶部１４と選択部１５と
調整部１６とを設けてある。
【００５７】
　そして、この統括制御器１３の記憶部１４には、給気用ファン１及び排気用ファン４夫
々の回転数、風量、圧力、モータ動力などに関する性能特性Ｔａ、風量調整用ダンパ９及
び室圧調整用ダンパ１１夫々の開度、風量、圧力損失などに関する性能特性Ｔｂ、並びに
、給気側及び排気側夫々の主風路２，５並びに各分岐風路３，６の風量、圧力損失などに
関する抵抗特性Ｔｃを記憶させてある。
【００５８】
　なお、この記憶部１４に記憶させる風路抵抗特性Ｔｃは、風路を形成するダクトの風量
、圧力損失などに関する抵抗特性だけでなく、風路に介装するフィルタ７，８等の介装品
の風量、圧力損失などに関する抵抗特性も含むものである。
【００５９】
　これに対し、統括制御器１３の選択部１５は、図２に示す如く、記憶部１４に記憶させ
た上記の各特性Ｔａ～Ｔｃと各対象室Ｒ１～Ｒ３の給気風量ｑ及び室圧ｐとの相関に基づ
くファン出力と各ダンパ開度との組み合わせの選択として、本例では、各特性Ｔａ～Ｔｃ
に基づき、それら特性Ｔａ～Ｔｃと各対象室Ｒ１～Ｒ３の給気風量ｑ及び室圧ｐとの相関
上で、給気側について各対象室Ｒ１～Ｒ３の給気風量ｑを設定目標値ｍｑにし得る給気用
ファン１の出力ｆｓと風量調整用ダンパ９夫々の開度ａ１～ａ３との組み合わせＫｓを演
算するとともに、排気側について各対象室Ｒ１～Ｒ３の室圧ｐを設定目標値ｍｐにし得る
排気用ファン４の出力ｆｒと室圧調整用ダンパ１１夫々の開度ｂ１～ｂ３との組み合わせ
Ｋｒを演算する。
【００６０】
　また、これに続いて選択部１５は、給気側について、演算した給気用ファン１の出力ｆ
ｓと風量調整用ダンパ９夫々の開度ａ１～ａ３との組み合わせＫｓのうち、所定の最適値
選択基準Ｌに最も合致する組み合わせを給気側におけるファン出力ｆｓと各ダンパ開度ａ
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１～ａ３との最適組み合わせＫｓｓとして選択するとともに、同じく排気側について、演
算した排気用ファン４の出力ｆｒと室圧調整用ダンパ１１夫々の開度ｂ１～ｂ３との組み
合わせＫｒのうち、所定の最適値選択基準Ｌに最も合致する組み合わせを排気側における
ファン出力ｆｒと各ダンパ開度ｂ１～ｂ３との最適組み合わせＫｒｒとして選択する。
【００６１】
　そして、統括制御器１３の調整部１６は、選択部１５の選択にしたがって、給気用ファ
ン１の出力ｆｓ及び風量調整用ダンパ９夫々の開度ａ１～ａ３を、選択部１５が選択した
給気側の最適組み合わせＫｓｓにおけるファン出力及び各ダンパ開度に調整するとともに
、同じく排気用ファン４の出力ｆｒ及び室圧調整用ダンパ１１夫々の開度ｂ１～ｂ３を、
選択部１５が選択した排気側の最適組み合わせＫｒｒにおけるファン出力及び各ダンパ開
度に調整し、これにより、各対象室Ｒ１～Ｒ３の給気風量ｑ及び室圧ｐを各々の設定目標
値ｍｑ，ｍｐに調整する。
【００６２】
　即ち、この制御形態を採ることにより、ファン出力ｆｓ，ｆｒの調整と各ダンパ開度ａ
１～ａ３，ｂ１～ｂ３の調整とが上記相関上でのファン出力と各ダンパ開度との関係に従
って統括的に行われるようにして、システムの安定性や種々の外乱に対する耐性を高める
ようにしてある。
【００６３】
　また、最適値選択基準Ｌに最も合致したファン出力と各ダンパ開度との組み合わせを調
整部１６により実行する最適組み合わせＫｓｓ，Ｋｒｒとして選択することで、その最適
値選択基準Ｌの設定により例えば省エネ面や運転コストの低減面など種々の面でのシステ
ムの最適化も効果的に達成できるようにしてある。
【００６４】
　なお、本例では、ファン出力ｆｓ，ｆｒの指標値として各ファン１，４のインバータ制
御におけるインバータ周波数を採用しており、選択部１５は、ファン出力ｆｓ，ｆｒと各
ダンパ開度ａ１～ａ３，ｂ１～ｂ３との組み合わせとして、インバータ周波数と各ダンパ
開度との組み合わせの演算及び選択を行い、調整部１６は各ファン１，４のインバータ制
御におけるインバータ周波数を選択部１５が選択した最適組み合わせＫｓｓ，Ｋｒｒのイ
ンバータ周波数に調整することで各ファン１，４の出力を調整するものにしてある。
【００６５】
　統括制御部１３の選択部１５は、最適組み合わせＫｓｓ，Ｋｒｒを選択する上記主処理
の他、補正処理、目標値変更処理、ドア開閉対応処理を実行する構成にしてあり、補正処
理としては、同図２に示す如く、システムの定常運転状態において、風量センサ１０によ
り検出される各対象室Ｒ１～Ｒ３の給気風量ｑ、及び、室圧センサ１２により検出される
各対象室Ｒ１～Ｒ３の室圧ｐの両方がそれらの設定目標値ｍｑ，ｍｐを中心値とする所定
の許容誤差範囲内となる適正状態が安定的に継続されないとき、それら給気風量ｑの検出
値と設定目標値ｍｑとの偏差Δｑ、及び、室圧ｐの検出値と設定目標値ｍｐとの偏差Δｐ
に応じて、前記の各特性Ｔａ～Ｔｃに基づくファン出力ｆｓ，ｆｒと各ダンパ開度ａ１～
ａ３，ｂ１～ｂ３との組み合わせＫｓ，Ｋｒの演算に補正を加えるようにしてある。
【００６６】
　また、目標値変更処理については、図３に示す如く、給気風量ｑ又は室圧ｐの設定目標
値ｍｑ，ｍｐが変更されると、前記の各特性Ｔａ～Ｔｃと各対象室Ｒ１～Ｒ３の給気風量
ｑ及び室圧ｐとの相関に基づくファン出力及び各ダンパ開度の変化パターンの選択として
、各特性Ｔａ～Ｔｃに基づき、それら特性Ｔａ～Ｔｃと各対象室Ｒ１～Ｒ３の給気風量ｑ
及び室圧ｐとの相関上で、設定目標値ｍｑ，ｍｐが変更された対象室Ｒ１～Ｒ３の給気風
量ｑや室圧ｐを所定の変化形態で新たな設定目標値ｍｑ，ｍｐまで変化させるファン出力
ｆｓ，ｆｒ及び各ダンパ開度ａ１～ａ３，ｂ１～ｂ３の変化パターンＰｓ，Ｐｒを選択し
、その選択した変化パターンＰｓ，Ｐｒに従って調整部１６に各ファン１，４の出力ｆｓ
，ｆｒ（本例ではインバータ周波数）及び各ダンパ９，１１の開度ａ１～ａ３，ｂ１～ｂ
３を変更させるようにしてある。
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【００６７】
　そして、上記の所定変化形態としては、給気風量ｑ及び室圧ｐを緩速度で新たな設定目
標値ｍｑ，ｍｐまで漸次的に変化させ、かつ、室圧ｐの設定目標値ｍｐそのものどうしの
高低逆転がない設定目標値ｍｐ，ｍｑの変更では、対象室Ｒ１～Ｒ３どうしの室圧ｐの変
更前の高低関係を保った状態で給気風量ｑや室圧ｐを設定目標値ｍｑ，ｍｐに変化させる
変化形態を設定してある。
【００６８】
　一方、ドア開閉対応処理としては、図４に示す如く、前記の各特性Ｔａ～Ｔｃと各対象
室Ｒ１～Ｒ３の給気風量ｑ及び室圧ｐとの相関に基づくファン出力と各ダンパ開度との扉
開き時用組み合わせＫｓｓ′，Ｋｒｒ′の選択として、各特性Ｔａ～Ｔｃに基づき、それ
ら特性Ｔａ～Ｔｃと各対象室Ｒ１～Ｒ３の給気風量ｑ及び室圧ｐとの相関上で、対象室Ｒ
１～Ｒ３どうしを連通させる各通路の扉１７の閉じ時における対象室Ｒ１～Ｒ３どうしの
室圧ｐ（＝ｍｐ）の高低関係を各扉１７の開き時において維持するファン出力ｆｓ，ｆｒ
と各ダンパ開度ａ１～ａ３，ｂ１～ｂ３との組み合わせＫｓｓ′，Ｋｒｒ′を予め選択し
ておくようにしてある。
【００６９】
　そして、各扉１７の開閉を検出する開閉センサ１８の検出情報に基づき、いずれかの扉
１７が開かれたとき、調整部１６に各ファン１，４の出力ｆｓ，ｆｒ及び各ダンパ９，１
１の開度ａ１～ａ３，ｂ１～ｂ３を、それまでの最適組み合わせＫｓｓ，Ｋｒｒのファン
出力及び各ダンパ開度から、開かれた扉１７に対応する上記の扉開き時用組み合わせＫｓ
ｓ′，Ｋｒｒ′におけるファン出力と各ダンパ開度とに変更させ、また、その扉１７が閉
じられたとき、調整部１６に各ファン１，４の出力ｆｓ，ｆｒ及び各ダンパ９，１１の開
度ａ１～ａ３，ｂ１～ｂ３を、その扉開き時用組み合わせＫｓｓ′，Ｋｒｒ′のファン出
力及び各ダンパ開度から、元の最適組み合わせＫｓｓ，Ｋｒｒにおけるファン出力と各ダ
ンパ開度とに復帰させるようにしてある。
【００７０】
　以上、本実施形態において、統括制御器１３は、給気用又は排気用のファン１，４に接
続した主風路２，５に、複数の対象室Ｒ１～Ｒ３を分岐風路３，６を介して並列に接続す
るとともに、これら分岐風路３，６の夫々に風量調整用又は室圧調整用のダンパ９，１１
を介装する換気システムにおいて、各ダンパ９、１１の開度ａ１～ａ３，ｂ１～ｂ３及び
ファン１，４の出力ｆｓ，ｆｒを調整して対象室Ｒ１～Ｒ３夫々の換気風量ｑ又は室圧ｐ
を設定目標値ｍｑ，ｍｐに調整する制御手段を構成する。
【００７１】
　そして、この統括制御器１３における選択部１５は、ファン１，４の性能特性Ｔａ、ダ
ンパ９，１１夫々の性能特性Ｔｂ、主風路２，５及び各分岐風路３，６の抵抗特性と対象
室Ｒ１～Ｒ３夫々の換気風量ｑ又は室圧ｐとの相関、及び、所定の最適値選択基準Ｌに基
づき、その相関上で対象室Ｒ１～Ｒ３夫々の換気風量ｑ又は室圧ｐを設定目標値ｍｑ，ｍ
ｐにし得るファン１，４の出力ｆｓ，ｆｒと各ダンパ９，１１の開度ａ１～ａ３，ｂ１～
ｂ３との組み合わせＫｓ，Ｋｒのうち、最適値選択基準Ｌに最も合致する最適組み合わせ
Ｋｒｒ，Ｋｓｓを選択する選択手段を構成し、調整部１６は、ファン１，４の出力ｆｓ，
ｆｒ及び各ダンパ９，１１の開度ａ１～ａ３，ｂ１～ｂ３を選択手段１５が選択した最適
組み合わせＫｒｒ，Ｋｓｓのファン出力及び各ダンパ開度に調整する調整手段を構成する
。
【００７２】
　また、選択部１５は、設定目標値ｍｑ，ｍｐの変更に対し、前記相関に基づき、設定目
標値ｍｑ，ｍｐが変更された対象室の換気風量ｑ又は室圧ｐを所定の変化形態で新たな設
定目標値ｍｑ，ｍｐまで変化させるファン出力ｆｓ，ｆｒ及び各ダンパ開度ａ１～ａ３，
ｂ１～ｂ３の変化パターンＰｓ，Ｐｒを選択する構成にし、調整部１６は、設定目標値ｍ
ｑ，ｍｐの変更に対し、ファン１，４の出力ｆｓ，ｆｒ及び各ダンパ９，１１の開度ａ１
～ａ３，ｂ１～ｂ３を選択部１５が選択したファン出力及び各ダンパ開度の変化パターン
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Ｐｓ，Ｐｒに従って変更する構成にしてある
【００７３】
　そしてまた、通路を通じた対象室Ｒ１～Ｒ３どうしの連通を遮断する扉１７の開閉を検
出する開閉検出手段として開閉センサ１８を設け、選択部１５は、前記相関に基づき、扉
１７の閉じ時における対象室Ｒ１～Ｒ３どうしの室圧ｐの高低関係を扉１７の開き時にお
いて維持するファン１，４の出力ｆｓ，ｆｒと各ダンパ９，１１の開度ａ１～ａ３，ｂ１
～ｂ３との扉開き時用の組み合わせＫｒｒ′，Ｋｓｓ′を選択する構成にし、調整部１６
は、開閉センサ１８により扉１７の開きが検出されたとき、ファン１，４の出力ｆｓ，ｆ
ｒ及び各ダンパ９，１１の開度ａ１～ａ３，ｂ１～ｂ３を調整部１５が選択した扉開き時
用組み合わせＫｒｒ′，Ｋｓｓ′のファン出力及び各ダンパ開度に調整する構成にしてあ
る。
【００７４】
　〔別実施形態〕
　次に本発明の別の実施形態を列記する。
【００７５】
　上述の実施形態では、給気側及び排気側の主風路２，５夫々に対し複数の対象室Ｒ１～
Ｒ３を並列に接続する風路構成を示したが、これに代え、図５に示す如く給気用ファン１
と対象室Ｒとを接続する給気側風路２、及び、排気用ファン４と対象室Ｒとを接続する排
気側風路５のいずれか一方に風量調整用ダンパ９を介装するとともに、他方に室圧調整用
ダンパ１１を介装し、この風路構成において、前記の如き選択部１５及び調整部１６を備
える統括制御器１３を設けるシステム構成にしてもよい。
【００７６】
　そして、その際、統括制御器１３の選択部１５は、各ファン１，４の性能特性Ｔａ、各
ダンパ９，１１の性能特性Ｔｂ、各風路２，５の抵抗特性と対象室Ｒの換気風量ｑ及び室
圧ｐとの相関、並びに、前記の如き所定の最適値選択基準Ｌに基づき、前記相関上で対象
室Ｒの換気風量ｑ及び室圧ｐを設定目標値ｍｑ，ｍｐにし得る各ファン１，４の出力ｆｓ
，ｆｒと各ダンパ９，１１の開度ａ，ｂとの組み合わせＫｓ，Ｋｒのうち、最適値選択基
準Ｌに最も合致する最適組み合わせＫｓｓ，Ｋｒｒを選択する構成にし、調整部１６は、
各ファン１，４の出力ｆｓ，ｆｒ及び各ダンパ９，１１の開度ａ，ｂを選択部１５が選択
した最適組み合わせＫｓｓ，Ｋｒｒのファン出力及びダンパ開度に調整する構成にする。
【００７７】
　前述の実施形態では、統括制御器１３の調整部１６により各ダンパ９，１１の開度ａ１
～ａ３，ｂ１～ｂ３を最適組み合わせＫｓｓ，Ｋｒｒの各ダンパ開度に調整するようにし
たが、これに代え、次のシステム構成を採用してもよい。
【００７８】
　図６に示す如く、給気側分岐風路３と排気側分岐風路６とのいずれか一方の夫々に風量
調整用ダンパ９を介装するとともに、他方の夫々に室圧調整用ダンパ１１を介装し、この
風路構成において、各対象室Ｒ１～Ｒ３の換気風量ｑの検出値に基づき風量調整用ダンパ
９の開度ａ１～ａ３を調整して各対象室Ｒ１～Ｒ３の換気風量ｑを設定目標値ｍｑに調整
するダンパ調整手段としての風量用ダンパ調整器１９を設けるとともに、各対象室Ｒ１～
Ｒ３の室圧ｐの検出値に基づき室圧調整用ダンパ１１の開度ｂ１～ｂ３を調整して各対象
室Ｒ１～Ｒ３の室圧ｐを設定目標値ｍｐに調整するダンパ調整手段としての室圧用ダンパ
調整器２０を設ける。
【００７９】
　そして、統括制御器１３の選択部１５は、選択手段として、各ファン１，４の性能特性
Ｔａ、各ダンパ９，１１の性能特性Ｔｂ、各主風路２，５及び各分岐風路３，６の抵抗特
性Ｔｃと各対象室Ｒ１～Ｒ３の換気風量ｑ及び室圧ｐとの相関、並びに、所定の最適値選
択基準Ｌに基づき、前記相関上で各対象室Ｒ１～Ｒ３の換気風量ｑ及び室圧ｐを設定目標
値ｍｑ，ｍｐにし得る各ファン１，４の出力ｆｓ，ｆｒと各ダンパ９，１１の開度ａ１～
ａ３，ｂ１～ｂ３との組み合わせＫｓ，Ｋｒのうち、最適値選択基準Ｌに最も合致する最
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適組み合わせＫｓｓ，Ｋｒｒを選択する構成にする。
【００８０】
　また、統括制御器１３の調整部１６は、ファン調整手段として、各ファン１，４の出力
ｆｓ，ｆｒのみを選択部１５が選択した最適組み合わせＫｓｓ，Ｋｒｒのファン出力に調
整する構成にする。
【００８１】
　即ち、このシステム構成においても、結果的には前述実施形態の換気システムと同様、
各ファン１，４の出力ｆｓ，ｆｒ及び各ダンパ９，１１の開度ａ１～ａ３，ｂ１～ｂ３が
選択部１５により選択された最適組み合わせＫｓｓ，Ｋｒｒのファン出力及び各ダンパ開
度に調整された状態で、各対象室Ｒ１～Ｒ３の換気風量ｑ及び室圧ｐが設定目標値ｍｑ，
ｍｐに調整される。
【００８２】
　また、対象室が１室の場合には、給気用ファン１と対象室Ｒとを接続する給気側風路２
、及び、排気用ファン４と対象室Ｒとを接続する排気側風路５のいずれか一方に風量調整
用ダンパ９を介装するとともに、他方に室圧調整用ダンパ１１を介装し、この風路構成に
おいて、対象室Ｒの換気風量ｑの検出値に基づき風量調整用ダンパ９の開度ａを調整して
対象室Ｒの換気風量ｑを設定目標値ｍｑに調整するダンパ調整手段としての風量用ダンパ
調整器１９を設けるとともに、対象室Ｒの室圧ｐの検出値に基づき室圧調整用ダンパ１１
の開度ｂを調整して対象室Ｒの室圧ｐを設定目標値ｍｐに調整するダンパ調整手段として
の室圧用ダンパ調整器２０を設けるようにしてもよい。
【００８３】
　そして、統括制御器１３の選択部１５は、各ファン１，４の性能特性Ｔａ、各ダンパ９
，１１の性能特性Ｔｂ、各風路２，５の抵抗特性と対象室Ｒの換気風量ｑ及び室圧ｐとの
相関、並びに、所定の最適値選択基準Ｌに基づき、前記相関上で対象室Ｒの換気風量ｑ及
び室圧ｐを設定目標値ｍｑ，ｍｐにし得る各ファン１，４の出力ｆｓ，ｆｒと各ダンパ９
，１１の開度ａ，ｂとの組み合わせＫｓ，Ｋｒのうち、最適値選択基準Ｌに最も合致する
最適組み合わせＫｓｓ，Ｋｒｒを選択する構成にし、調整部１６は、ファン調整手段とし
て、各ファン１，４の出力ｆｓ，ｆｒのみを選択部１５が選択した最適組み合わせＫｒｒ
，Ｋｓｓのファン出力に調整する構成にする。
【００８４】
　なお、別実施形態として示した上記の各システムにおいても前述の実施形態と同様の補
正処理、目標値変更処理、ドア開閉対応処理を実行させるのが望ましい。
【００８５】
　前述の実施形態では、各特性Ｔａ～Ｔｃと対象室Ｒ１～Ｒ３の換気風量ｑ又は室圧ｐと
の相関に基づき、その相関上で対象室Ｒ１～Ｒ３の換気風量ｑ又は室圧ｐを設定目標値ｍ
ｑ，ｍｐにし得るファン１，４の出力ｆｓ，ｆｒとダンパ９，１１の開度ａ１～ａ３，ｂ
１～ｂ３との組み合わせを求めるのに、記憶部１４に記憶させた各特性Ｔａ～Ｔｃに基づ
き、上記相関上で対象室Ｒ１～Ｒ３の給気風量ｑ又は室圧ｐを設定目標値ｍｑ，ｍｐにし
得るファン出力ｆｓ，ｆｒとダンパ開度ａ１～ａ３，ｂ１～ｂ３との組み合わせＫｓ，Ｋ
ｒを演算により求めるようにしたが、これに代え、上記相関を示すデータ・テーブルに換
気風量ｑの設定目標値ｍｑ又は室圧ｐの設定目標値ｍｐを照合する形態で、対象室Ｒ１～
Ｒ３の換気風量ｑ又は室圧ｐを設定目標値ｍｑ，ｍｐにし得るファン出力ｆｓ，ｆｒとダ
ンパ開度ａ１～ａ３，ｂ１～ｂ３との組み合わせＫｓ，Ｋｒを求める構成にしてもよい。
【００８６】
　前述の実施形態では、ファン出力ｆｓ，ｆｒの指標値としてファン１，４のインバータ
制御におけるインバータ周波数を採用したが、これに代え、風路圧検出に基づき風路２，
５の風路圧（風路内部の静圧）が目標風路圧になるようにファン１，４の出力を調整する
ファン制御器を設け、また、選択手段１５はファン出力ｆｓ，ｆｒとダンパ開度ａ１～ａ
３，ｂ１～ｂ３との最適組み合わせＫｓｓ，Ｋｒｒとして風路圧とダンパ開度との最適組
み合わせを選択する構成にし、そして、調整手段１６によりファン制御器の目標風路圧を
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選択手段１５が選択した最適組み合わせＫｓｓ，Ｋｒｒの風路圧に調整することで、風路
圧をファン出力ｆｓ、ｆｒの指標値とする形態でのファン出力調整を行うようにしてもよ
い。
【００８７】
　また、風量調整用ダンパ９や室圧調整用ダンパ１１のダンパ開度ａ１～ａ３，ｂ１～ｂ
３についても適当なダンパ開度指標値を採用し、ファン出力ｆｓ，ｆｒとダンパ開度ａ１
～ａ３，ｂ１～ｂ３との最適組み合わせＫｓｓ，Ｋｒｒとして、ファン出力とダンパ開度
指標値との最適組み合わせを選択するようにしてもよい。
【００８８】
　本発明の換気システムにおける対象室は、クリーンルームを初め、どのような用途のも
のであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】換気システムの構成図
【図２】室圧・換気風量調整のフローチャート
【図３】目標値変更処理のフローチャート
【図４】ドア開閉対応処理のフローチャート
【図５】別実施形態を示すシステム構成図
【図６】別実施形態を示すシステム構成図
【図７】従来システムの構成図
【符号の説明】
【００９０】
　１　　　　　　　　　給気用ファン
　４　　　　　　　　　排気用ファン
　Ｒ１～Ｒ３，Ｒ　　　対象室
　２，５　　　　　　　風路
　９　　　　　　　　　風量調整用ダンパ
　１１　　　　　　　　室圧調整用ダンパ
　ａ１～ａ３，ａ　　　風量調整用ダンパの開度
　ｂ１～ｂ３，ｂ　　　室圧調整用ダンパの開度
　ｆｓ　　　　　　　　給気用ファンのファン出力
　ｆｒ　　　　　　　　排気用ファンのファン出力
　ｑ　　　　　　　　　換気風量
　ｐ　　　　　　　　　室圧
　ｍｑ　　　　　　　　換気風量の設定目標値
　ｍｐ　　　　　　　　室圧の設定目標値
　１３　　　　　　　　制御手段
　Ｔａ　　　　　　　　ファンの性能特性
　Ｔｂ　　　　　　　　ダンパの性能特性
　Ｔｃ　　　　　　　　風路の抵抗特性
　Ｌ　　　　　　　　　最適値選択基準
　Ｋｓ，Ｋｒ　　　　　ファン出力とダンパ開度との組み合わせ
　Ｋｓｓ，Ｋｒｒ　　　最適組み合わせ
　１５　　　　　　　　選択手段
　１６　　　　　　　　調整手段，ファン調整手段
　３　　　　　　　　　給気側分岐風路
　６　　　　　　　　　排気側分岐風路
　Ｐｓ、Ｐｒ　　　　　ファン出力及びダンパ開度の変化パターン
　１７　　　　　　　　扉
　１８　　　　　　　　開閉検出手段
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　Ｋｓｓ′，Ｋｒｒ′　扉開き時用組み合わせ
　１９，２０　　　　　ダンパ調整手段

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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